
オンライン回覧のススメ

従来の回覧だけでは、こんなことありませんか？

✓

✓

✓

オンライン回覧システムを導入すると、

これらの問題がすべて解決！

会員への情報提供の品質が大幅に向上します。

ＩＣＴ活用講座・実践編

ＬＩＮＥ オンライン回覧システム
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利用者は初めに友達
登録をするだけ

あとは回覧が出たら、
手元にそのお知らせ
が届きます。

利用者は
スマホに

LINEアカウントが

あればOK!
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1. 回覧資料をデータ化

2. Googleドライブ上にアップロード

3. LINE公式アカウントで、GoogleドライブのURLを配信

• 回覧管理表で、一元管理

•従来通り、紙による回覧は回付してください。

運用者は
ＰＣとインターネット接続環境が

あればOK!

最初にGoogleアカウントとLINE公式
アカウントのセットアップを行います。手順

既存の回覧で登録の誘導をすると効果的です。
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よくある
質問

• LINEを使うのであれば、登録者同士でメッセージのや
り取りができてしまいますか？

➢ できません。登録者から運営者にメッセージを
することはできます。

• 誰が登録しているかわかりますか？

➢ 運用者もわかりません。（仮に登録者からメッ
セージが送られることがあれば、その人が登録
者であることがわかります。）登録者にとっては、
個人の特定がされない為、使いやすいツールと
なります。

• 会員以外の人でも登録もできるのですか？

➢ できます。また地域外の人であっても登録が可
能なので、個人を特定できる情報等の扱いに留
意する必要があります。

• では登録された人数はわかりますか？

➢ LINE公式アカウントの管理画面から確認でき
ます。またその動向などもわかります。

• 登録者が登録を止めることはできますか？

➢ 配信をブロックすることが可能です。

• 紙による回覧は不要になりますか？

➢ 当面（社会全体がペーパーレス化するまで）は必
要です。紙による回覧は回付してください。ま
た、紙とオンラインの情報提供機会は同じであ
ることが望ましいです。
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また、電子回覧板のサービスを行っている

事業者のアプリを使う選択肢もあります。

じちナビ 結ねっとクレメンスメアード
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情報提供機会の向上

データ管理とその情報の活用

現役世代の巻き込み

企画・仕掛けの活性化

コミュニティの高質化

幸せな地域

狙
ここはツイノスミカとなる！

ん？何か変わったゾ！？

こんなことしてみたらどうかな？

この活動が楽しい→いろんな人が巻き込まれる

自分たちにも街に関わる要素があるじゃないか？！イ
マ
コ
コ
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